ネギ属 (Allium L.) の分類学的研究 (三) by 井原 正昭
TheJournalofGeobotany, Vol.IX・No.3～4Januaryl961
一一一一一■一一一－－－
?
井原正昭鵜ネギ属(AlliumL.)の分類学的研究（三）
M.Ihara:SystematicStudyontheGenusA"iz""L(3)
,iii)種子。ネギ属の種子は図版V及びVIに示す様に三つの群に分けられる。これは子
"ぬ形態と密接な関係が有る様だ。即ち，子房の一室に二個の種子を持つ群では子房の一
宗D断面は扇型である(図版Vの1～8)。子房の一室に時には三個の種子を持つものでは
図版V.外国産ネギ
属植物の種子，1～8，
9～12をそれぞれ類似
グループと見倣すこと
か出来る｡又，これの
形態かから，子房の形
をも予想出来る。
（）内の数字は材料
番号を示す｡(本誌Vol.
IX.No.1,1960参照）
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心臓型又は心臓を長軸の方向に引き伸ばした様な形，むしろ楕円形を呈する（図版VI)。
子房の一室に通常一個の種子を持つものでは断面は円型で（図版Vの9～12)，各室毎の
くびれが著しい。種子は黒色又は灰黒色，時には褐色のものも有る。
(iv)発生。外国産の2,3,26以外の全ての種子を砂上にて発芽させ，形態上の変化及
び開花までに至った，た賛一種の18では花の形態まで調らべた｡2,26は種子が入って居
ず又，3は珠球のみであったので調らくる事が出来なかった。
胚嚢形成まで；日本産の全てと外国産18は中央縁辺胎座で胚珠は倒生胚珠であった。図
版VIIの(1)は開花前のものであるが，子房の形態と珠柄の附く位置及び花托の形態が注意
されねばならない。図版VIIの(1)'は胚珠を×120にしたものである。この時期では最外部
がやがて種皮となる部分で，アセト・オルセインで固定染色をすると小形の細胞が並んで
図版VI外国産ネギ属植物の種子，図版Vのいずれのグループにも入らないが，いずれ
かに近い形態を示す。両者の中間的存在であると考えられるグループである。（）内の数
字は材料番号を示
す。（本誌Vol.
IX.No．1,1960
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図版VII日本産ネギ属植物
の子房の縦断面を示す。（胚珠
の荷き方，胎座に注意｡）
1．A"如加sc"oe"か'as""
L・var．""“況加Regel
2.A."cfo"α"sL,var・
ｸ〃#vMv"勿沈MaIぐiTm
A B
a 8
《a)
《b)。‐?
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3.A.#"認施6g7gfjG・Don
OI→
図版V111AJ"郡加〃icfo"α"s
L.var・力如敬P紗"""Mal<ino
に於ける胚発生。（×印は空所）
(a)胚珠形成。矢印はは成長
の方1句を示す。
(b)胚珠の完成。
(c)(d)の連続徒手切片の
一部を示す。eは胚，cは心皮，
mは珠皮,fは珠柄。
(d)完成された胚。clは鞘
葉,11は第一葉,Rは根,Sは足。
T
｡
→
(d)(C)
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図版IX完成された胚。ここでは休眠している胚ではなくて，蒸溜水に一週間浸
しておいた種子より取り出した。従って24は発芽して居る。その他の胚でも発育を開
始して居ると考えられる。（）内は材料番号で,F-1は外国産の1でJ-1は日本雁
の1を示す。以下同じ。（本誌Vol.IX・No.1,1960参照）
1.A"""@sc"og"""s""L.(F-1)2.A.F"γγe"Stern(F-5)3.A.06"9""岬
L.(F-12)4.A.pJ"ySpα蛾況加Schrenk(F-15)5.A.0C"oJe"Cz""Waldst・et
Kit.(F-13)6.A.""gjczwzL・(F-10)7.A・錘m〃ｵ況郷RegeletGaltenfl.(F-7)
8.A."""oc""""L.(F-23)9.A.07""""”C.A.Mey(F-14)10.A.
"7si"z""L.(F-24)11．A."cro"α"sL.(F-25)12.A.s""""seL.(F-22)
13.A."Jc"e""郷G.Don(F-18)14．A.""os""zL.(F-19)15.A."s"Jos""8
L.(F-6)16.A.αｿ""op〃""郷Heuff.(F-1)17.A.''ose"6nCm"z"'zRegel(F-20)
18.A.,s""we"seB.彫αおc".(F-17)19.A.c""st"ん〃T""".(F-4)20.A.
〃""ssj""z""Vill<F-11)21．A.""mfα〃""gRegel(F-8)22.A."α"碗？
(F-9)23.A.'''ze""Js鰯α""畑Regel(F-16)24.A."窪"“ﾉ"F.Maekawa
etKitamura(J-9)2aA.z)iCfo"α"svar.,/αｵ沙勿"況沈Makino(J-1)26.A.
sc"oE"oか℃s"抑L.var../b"os""Regel(J-4)27.A.オ"6"OSz""Rottl.(J-2)28.
－104－
Januaryl961 TheJournalofGeobotany Vol．IX.No.3～4
A.jogEs""Hara(J-3)居るのが判る。この部分を取り去ると図版V11の(1)'の点線の
部分が見える。こゞでは大型の細胞が並んで居る。pは発芽孔で，こ畠の部分から子葉鞘
の足が発芽して来る。この点線の部分から内側はコロイド状の物質即ち，胚乳にになるべ
き泡末状物質が充満する。これを包む細胞群の袋は破れ易く胚珠を解剖する事は極めて困
難で，胚嚢を調らくる事も難しい。明確に胚嚢を捕える事が出来なかったが，胚襄は普通
般に図示されて居る形態を呈しては居ない様である。
胚の完成まで；図版VIIの(2)は(1)よりも成長した時期の日本産1を用いて観察したもの
である。図版V111の(a)は図版V1Iの(1)の様な時期のもので，解剖の結果は図版VII
と同じい形態であった。図版V11の(b)はほヌ完成した胚珠で,A(珠柄が子房に附く
部分),B(子房外壁）を示す。同図の(c)は(b)をAからBの方向へ順に縦断した場
合の連続徒手切片の一部を図示するものである。この場合は図版V1Iの(1)JP(2)よりも成長
l_て居る。図版VIIの(3)'は果実を横断したものである。mは珠皮（種皮),nは胚珠心
(IIf乳),eは胚，Cは合点,fは珠柄（果実柄）を表わす。図版VIIに示す以外のtaxaで
の観察結果は，日本産のものでは図版VIIで見られるのと大同小異であった。完成した胚
を図版IXに示す。完成した胚の形態はほとんど相違を認め得ないが，胚の形態は種子の
形態と関係がある様にも見える。又，外国産24は特異的な形態を示し。種子の形態が24に
似て居る14，22，25とは何んら24に類似せず，14は25と同じく，種子の形態が明らかに異
なる21に似て居るし,22は1，6，8に似て居る。強いて胚の形態で類似性を求めるならば，
足が太く先端部がや墜細まって小さく捲くもの，足と先端部がほぎ同じ太さで大きく捲く
もの及び胚の全長が他に比して短く先端部でほとんど巻かないものに大別出来る様だ。前
背には7，10，11，12，14，15，16，17，18，19，21，23，25（いずれも外国産)，1，4
個本産）が属する。中者には外国産1，4，5，6，8，20，22，日本産2，9が属する。
災者には外国産9，13，24及び日本産3が属する。
胚から成体形を整えるまで；胚の発生は日本産のものよりも外国産のものを対照として
のj,J察が多い。図版Xは外国産の種々のtaxaの発達過程を図示した。(a)は1の種子を
仙所した図である。(b)は胚だけを取り出してある。gp,gp′はいずれも分裂の盛んな場
所。pは孔で,こぁより第一葉(11)が伸びて来る。Sは子葉鞘。oは植物の各器官に分化す
る服点。cは足冠である。又,日本産の胚の解剖は図版V111の(d)に示す様に,clは靹葉，
11は第一葉,Rは根に分化する部分,Sは足である。図版Xの(c)は発芽後2～7日目の
幼値物(1)～(7)である。(3)が最も幼い植物で，足の部分にまばらに細毛を有するが,(4)｣P(1)
の11与期を過ぎて(2),(5),(6),(7)の時期になると，地上部と地下部の境にのみ細毛が密集す
jS,(d)左図に示す状態になると可成り器官が分化する。(d)の右図はこれを縦断したも
のである。clは鞘葉,1Iは第一葉，vは導管,Rは根,Sは足を示す。すでに，この時期
には鞘葉に気孔が出現する。sは後に根茎となる。こ》までの過程では各種間に特異性を
i掴める事が出来なかった。その後移植に成功したのは1，5，12，15，16，17，18，19で
ある。8，11，14，20は失敗した。又,13,21,25は発芽したが第一葉を出す前に枯死し
た。多分，発芽した時期が冬季に入って居り，温度が低かった為めであろう。尚，8，11，
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